
書

評

評省

深
沢
克
己
著
『
商
人
と
更
紗

　
　
　
－
近
世
フ
ラ
ン
ス
隠
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
史
研
究
1
』

君
　
塚
　
弘
　
恭

　
近
年
の
日
本
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
」
の
移
動

に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
が
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
日
本
海
、
イ
ン
ド
洋
や
地
中
海
、
大
西
洋
空
薫
に
お
け
る
海
域
史
、

中
央
ア
ジ
ア
陸
上
交
易
史
と
結
び
つ
き
、
「
国
際
商
業
史
」
を
構
成
す
る
。

そ
れ
ら
の
研
究
は
狭
義
の
「
日
本
史
」
や
「
東
洋
史
」
、
「
西
洋
史
」
と
い
う

酔
組
み
を
望
て
藻
な
商
業
空
間
商
人
社
会
の
あ
り
方
を
解
明
し
て
い

る
。
他
方
で
、
こ
う
し
た
研
究
の
動
向
は
、
「
世
界
シ
ス
テ
ム
論
」
の
影
響

を
受
け
つ
つ
、
「
世
界
史
」
構
築
に
向
け
た
歴
史
学
方
法
論
の
一
つ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
重
要
な
部
分
を
構
成
す
る
。

　
深
沢
克
己
氏
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
国
際
商
業
史
研
究
を
牽
引
し
て

き
た
研
究
者
の
一
入
で
あ
る
。
本
書
は
、
深
沢
氏
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
（
東
地
中
海
地
域
と
の
貿
易
〉
に

関
す
る
研
究
成
果
で
あ
り
、
地
中
海
世
界
で
活
動
し
た
貿
易
商
入
と
流
通
し

た
商
品
と
い
う
切
り
ロ
か
ら
国
際
交
流
史
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
時

点
に
お
け
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
史
、
ひ
い
て
は
国
際
商
業
学
研
究
の
到
達
点

を
示
す
。
し
か
し
、
本
書
の
成
果
は
、
商
業
史
に
限
ら
ず
、
歴
史
研
究
の

様
々
な
分
野
に
接
続
さ
れ
る
魅
力
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
私
が
本
書
を

紹
介
し
、
評
し
よ
う
と
す
る
動
機
は
こ
こ
に
あ
る
。

ま
ず
、
本
書
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

序第
一
部
　
商
人
社
会
の
力
学

　
第
～
章
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
業
空
闘
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

　
補
論
　
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
論
の
現
在

　
第
二
章
　
マ
ル
セ
イ
ユ
都
市
空
間
と
商
人
共
同
体

　
第
三
章
　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
フ
ラ
ン
ス
商
人

第
二
部
　
商
品
交
易
と
技
術
伝
播

　
第
四
章
　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
綿
布
貿
易
の
成
長
と
変
動

　
第
五
章
・
レ
ヴ
ァ
ン
ト
更
紗
と
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人

　
胆
管
　
シ
ャ
フ
ァ
ル
カ
ニ
更
紗
・
そ
の
後

　
第
六
章
　
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
製
毛
織
物
の
輸
出
貿
易

　
第
七
章
　
自
由
港
制
度
と
更
紗
禁
制

　
第
八
章
　
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
に
お
け
る
更
紗
の
密
輸
と
地
域
内
商
業

　
内
容
の
紹
介
に
移
り
た
い
。

　
序
論
に
お
い
て
は
、
本
書
に
お
け
る
問
題
の
所
在
、
研
究
の
方
法
と
そ
の

意
義
が
述
べ
ら
れ
る
。
た
し
か
に
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
大
西
洋
貿
易
の
比

重
が
増
大
す
る
が
、
地
中
海
商
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
商
業
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
全
体
の
中
で
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
続
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
で
は
、
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近
世
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
を
そ
れ
に
関
わ
る
商
人
と
商
品
（
輸
入

品
と
し
て
綿
布
・
輸
出
晶
と
し
て
毛
織
物
）
に
着
目
し
て
分
析
し
、
「
国
際

商
業
の
社
会
文
化
史
的
意
義
扁
を
考
察
す
る
。
第
一
部
で
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト

貿
易
を
考
察
す
る
前
に
、
こ
の
商
業
空
間
を
支
え
た
商
人
共
同
体
が
総
合
的

に
検
討
さ
れ
る
。
第
工
部
は
よ
り
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
密
着
し
、
フ
ラ
ン
ス

の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
を
独
占
し
た
マ
ル
セ
イ
ユ
と
代
表
的
な
取
引
相
手
で
あ

っ
た
ア
レ
ッ
ポ
を
と
り
ま
く
貿
易
構
造
、
更
紗
製
造
技
術
の
伝
播
、
更
紗
の

地
域
内
商
業
が
考
察
さ
れ
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
参
加
し
た
様
々
な
商
人
、

国
際
商
業
網
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
宗
教
的
迫
害
に
よ
っ
て
離
散
し
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
商
人

が
、
国
際
商
業
と
の
親
和
性
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
対
象
と
さ
れ
る
の

は
、
セ
フ
ァ
ル
デ
ィ
ム
（
イ
ベ
リ
ア
半
島
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
）
、
ア
ル
メ
ニ

ア
人
、
ユ
グ
ノ
（
亡
命
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
（
亡
命
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
人
）
、
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
親
族
集
団
を
基
礎
と
す
る

同
宗
派
共
同
体
を
形
成
し
、
分
散
し
た
同
胞
ど
う
し
、
お
よ
び
故
郷
と
を
結

び
つ
け
る
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
る
。
こ
の
離
散
共
同
体
を
武

器
に
し
て
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
商
人
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
商
業
の
展
開
に

貢
献
し
た
。
補
論
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
政
治
権
力
と
の
関
係
な

ど
の
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
の
課
題
が
提
示
さ
れ
興
味
深
い
。

　
第
二
章
の
叙
述
の
中
心
は
、
都
市
の
構
造
と
商
人
共
同
体
の
性
質
で
あ
る
。

例
え
ば
、
マ
ル
セ
イ
ユ
は
「
地
中
海
港
」
に
分
類
さ
れ
、
市
壁
構
造
や
都
市

の
空
間
構
造
か
ら
み
れ
ば
海
に
向
か
っ
て
開
か
れ
る
。
ま
た
、
マ
ル
セ
イ
ユ

の
国
際
商
業
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
貿
易
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
二
つ
か
ら
構
成

さ
れ
た
。
前
者
は
、
ス
イ
ス
や
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、

マ
ル
セ
イ
ユ
の
商
人
共
同
体
は
、
彼
ら
に
対
し
て
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
後

者
は
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
、
競
争
者
と
な
る
ユ
ダ
ヤ
人
や

ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
共
同
体
か
ら
選
択
的
に
排
除
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
商
人
の
活
動
は
海
港
都
市
の
性
質
を
決
定
す
る
要
因
と

な
っ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
ま
ず
、
近
世
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
構
造
に
つ
い
て
概
観
さ

れ
る
。
一
七
世
紀
に
お
け
る
胡
椒
か
ら
生
糸
へ
の
変
化
は
ア
レ
ッ
ポ
、
リ
ヴ

ォ
ル
ノ
を
台
頭
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
一
八
世
紀
に
生
糸
か
ら
綿
花
へ
・
王
要

商
晶
が
変
化
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
後
退
し
、
イ
ズ
ミ
ル
と
マ
ル
セ
イ

ユ
が
発
展
を
と
げ
る
。
貿
易
商
品
の
変
化
は
貿
易
の
担
い
手
と
な
っ
た
離
散

商
人
共
同
体
の
変
化
と
連
動
し
た
。
生
糸
貿
易
は
離
散
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
商

人
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
る
が
、
綿
花
貿
易
で
は
ギ
リ
シ
ア
商
人
が
主
役
に
な

る
。
次
に
、
ア
レ
ッ
ポ
を
事
例
と
し
て
商
人
共
同
体
ど
う
し
の
力
関
係
が
述

べ
ら
れ
る
。
ア
レ
ッ
ポ
で
は
、
非
ム
ス
リ
ム
商
人
の
一
部
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
領
事
の
「
被
保
護
民
」
と
な
っ
て
遠
隔
地
貿
易
に
従
事
し
、
ム
ス
リ
ム
商

人
と
の
競
争
に
お
い
て
優
位
に
立
っ
た
が
、
同
時
に
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

商
人
の
競
争
者
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
商
人
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場

商
品
価
格
と
品
質
の
統
制
に
失
敗
し
た
事
例
は
、
彼
ら
の
影
響
力
の
限
界
を

示
す
。

　
第
四
章
で
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
綿
布
貿
易
が
概
観
さ
れ
る
。
一
八
世
紀
の
レ

ヴ
ァ
ン
ト
摺
場
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
を
圧
倒
す
る
が
、
こ
の
商

業
は
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
彼
ら
は
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
製

毛
織
物
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
銀
貨
を
輸
面
し
、
そ
の
「
帰
り
溢
し
と
し
て
、

イ
ズ
ミ
ル
で
綿
花
や
綿
糸
、
ア
レ
ッ
ポ
で
オ
ス
マ
ン
帝
国
製
更
紗
を
買
い
付

け
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
更
紗
は
南
フ
ラ
ン
ス
に
浸
透
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業

空
間
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
喜
望
峰
回
り
で
北
面
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
到
着
し
た
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評刻ヒ
1ヨ

イ
ン
ド
更
紗
に
対
抗
し
た
。

　
第
五
章
で
は
、
著
者
が
文
書
館
で
発
見
し
た
更
紗
の
見
本
帳
を
手
が
か
り

に
し
て
捺
染
技
術
伝
播
の
謎
に
せ
ま
る
。
ま
ず
、
発
見
さ
れ
た
見
本
帳
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
捺
染
更
紗
と
デ
イ
ヤ
ル
バ
ク
ル
製
「
シ
ャ
フ
ァ
ル
カ
ニ
扁
と

の
関
係
が
確
定
さ
れ
る
。
次
に
、
こ
の
シ
ャ
フ
ァ
ル
カ
ニ
の
起
源
は
西
北
イ

ン
ド
で
二
枚
の
木
版
を
用
い
て
生
産
さ
れ
た
捺
染
更
紗
「
ジ
ャ
フ
ラ
カ
ニ
」

で
あ
り
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
域
を
経
て
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
達
し
た
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
こ
う
し
て
、
長
期
に
わ
た
り
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
、
西
北
イ
ン
ド

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
「
更
紗
の
道
」
が
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
技
術
の
伝
播
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
た
ち
に
よ
り
実
行
さ
れ
、
離
散
共
同
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
捺
染
技
術
の
伝
播
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。
巻
頭
数
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
色
鮮
や
か
な
更
紗
の
写
真

と
シ
ャ
フ
ァ
ル
極
目
更
紗
に
関
す
る
素
論
は
、
第
五
章
の
内
容
に
説
得
力
を

持
た
せ
る
と
同
時
に
、
商
業
史
を
語
る
う
え
で
商
品
に
関
す
る
知
識
が
い
か

に
重
要
か
を
私
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　
第
六
章
で
は
、
毛
織
物
貿
易
の
構
造
と
変
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
マ
ル

セ
イ
ユ
か
ら
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
輸
出
さ
れ
た
毛
織
物
の
主
要
な
生
産
地
は
ラ
ン

グ
ド
ッ
ク
で
あ
る
が
、
製
造
業
者
は
、
資
金
面
で
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
全
面

的
に
依
存
し
た
。
輸
出
の
変
動
は
、
四
つ
の
局
面
に
分
け
て
分
析
さ
れ
、
マ

ル
セ
イ
ユ
の
輸
出
が
順
調
に
伸
び
る
…
方
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
域
に
お
け
る
輸

入
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
一
七
七
八

年
以
降
、
価
格
低
下
に
よ
る
毛
織
物
輸
出
の
伸
び
悩
み
が
顕
著
と
な
り
、
マ

ル
セ
イ
ユ
商
人
は
投
機
先
を
毛
織
物
か
ら
銀
貨
輸
出
に
変
え
、
毛
織
物
製
造

業
者
と
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
伝
統
的
関
係
は
崩
壊
し
た
。

　
第
七
章
で
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
業
界
と
王
権
の
政
策
と
の
関
係
が
論
じ
ら

れ
る
。
一
六
六
九
年
に
出
さ
れ
た
自
由
港
王
令
に
よ
り
マ
ル
セ
イ
ユ
は
レ
ヴ

ァ
ン
ト
貿
易
を
独
占
す
る
特
権
を
得
る
が
、
一
六
八
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
更
紗
の
輸
入
と
消
費
の
禁
止
犠
は
こ
れ
を
部
分
的
に
否
定
し
た
。
し
か
し
、

マ
ル
セ
イ
ユ
は
、
　
一
七
〇
三
年
、
商
業
会
議
所
に
よ
る
抗
議
行
動
の
結
果
、

自
由
区
域
内
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
更
紗
を
流
通
さ
せ
る
特
権
を
得
る
。
そ
の
結
果
、

更
紗
禁
制
下
で
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
綿
布
貿
易
の
拡
大
と
捺
染
業
者
の
成
長
が
実

現
さ
れ
た
。
し
か
し
、
　
一
七
五
九
年
に
更
紗
禁
制
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
商
業

会
議
所
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
特
権
の
維
持
に
固
執
し
、
結
果
的
に
、
国
際
商

人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
て
白
綿
布
の
自
由
な
輸
入
を
求
め
る
地
元
捺

染
業
者
と
対
立
す
る
。
そ
の
背
後
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
「
閉
鎖
性
」
と
「
国

際
性
」
を
読
み
取
れ
る
。

　
第
八
章
は
、
更
紗
の
密
輸
記
録
を
史
料
と
し
て
地
域
内
商
業
と
国
際
商
業

の
結
び
つ
き
を
描
き
出
す
。
　
マ
ル
セ
イ
ユ
の
商
人
、
捺
染
業
者
は
エ
ク
ス

に
工
房
を
建
設
し
、
そ
こ
ま
で
外
国
製
あ
る
い
は
マ
ル
セ
イ
ユ
製
の
更
紗
を

密
翰
し
、
エ
ク
ス
の
製
造
印
を
つ
け
て
販
売
し
た
。
こ
う
し
て
、
彼
ら
は
、

自
由
港
制
度
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
高
関
税
を
逃
れ
、
大
量
の
密
輸
品
を
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
や
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

更
紗
は
南
フ
ラ
ン
ス
に
浸
透
す
る
。
さ
ら
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
持
ち
込
ま
れ

た
更
紗
の
流
通
経
路
を
さ
か
の
ぼ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
ロ
ア

レ
ッ
ポ
の
伝
統
的
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
み
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
捺
染
業
と

イ
ン
ド
洋
貿
易
を
結
ぶ
国
際
事
業
網
に
接
続
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
可

能
に
し
た
の
は
、
ユ
グ
ノ
の
離
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。
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Q
り

　
本
書
は
深
沢
氏
が
一
九
八
四
年
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
第
一
大
学
に
提
出
し
た

博
士
論
文
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
博
士
論
文
は
、
近
世
レ
ヴ
ァ
ン
ト
　
　
即



貿
易
研
究
を
多
面
的
に
分
析
し
た
も
の
と
し
て
現
在
で
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
問
題
意
識
を
継
承
し
、
現
在
の
研
究
動
向
を
ふ

ま
え
て
自
身
の
研
究
成
果
の
集
大
成
と
し
て
世
に
問
わ
れ
た
本
書
が
、
今
後
、

こ
の
分
野
を
研
究
す
る
う
え
で
参
照
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
実
際

に
、
私
は
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
大
西
洋
沿
岸
に
位
遣
す
る
港
町
を
主
な
ブ
イ
ー

ル
ド
と
し
て
様
々
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
商
取
引
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
が
、
多

く
の
点
で
深
沢
氏
の
研
究
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
内

容
に
つ
い
て
い
え
ば
、
私
自
身
の
研
究
課
題
と
の
関
連
か
ら
い
く
つ
か
の
疑

問
が
残
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
書
の
意
義
を
よ
り
明
確
に
し
、
今
後
の

展
望
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
以
下
で
は
、
本
書
の
課
題
を
次
の
三
点
に
し
ぼ

っ
て
論
じ
た
い
。

　
一
つ
目
の
論
点
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
導

か
れ
た
地
中
海
世
界
の
広
が
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
深
沢
氏
は
、
一

八
世
紀
に
お
け
る
ア
レ
ッ
ポ
と
マ
ル
セ
イ
ユ
の
貿
易
構
造
と
そ
の
変
化
に
つ

い
て
具
体
的
に
解
明
し
た
。
た
し
か
に
、
本
書
は
ト
ル
コ
語
の
史
料
を
参
照

し
て
い
な
い
が
、
私
は
、
こ
れ
は
本
書
の
大
き
な
欠
点
と
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
そ
れ
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。
第
～
に
、
深
沢
氏
は
、
オ
ス

マ
ン
帝
國
に
関
す
る
最
新
の
研
究
を
慎
重
に
検
討
し
て
フ
ラ
ン
ス
側
の
デ
…

タ
と
突
き
合
わ
せ
て
い
る
（
例
え
ば
本
書
第
三
章
）
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
の

動
向
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
史
料
の
み
で
は
不
十
分

と
す
る
意
見
に
も
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、
　
も
し
、
ト
ル
コ
語
で
利
用
で

き
る
広
域
商
業
に
関
す
る
史
料
が
少
な
い
の
な
ら
ば
、
商
人
で
も
あ
っ
た
ア

レ
ッ
ポ
領
事
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
文
書
の
ほ
う
が
ト
ル
コ
語
の
行
政
文
書
よ

り
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
更
紗
技
術
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ト
ル
コ
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
の
史

料
を
参
照
で
き
る
な
ら
ば
、
本
書
の
可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
深
沢
氏
自
身
も
自
覚
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
従
来
の
国
際
商
業
史
研
究
で
、
壬
申
海
世
界
や
大
西
洋
世
界
に
お

け
る
国
際
事
業
網
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
関
係
が

特
定
の
商
品
か
ら
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

本
書
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
と
東
地
申
海
と
の
綿
布
貿
易
構
造
を
中
心
と
し
な
が

ら
、
そ
こ
に
加
わ
る
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
な
ど
国
際
的
商
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
存
在
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
埋
入
た
ち
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
更
紗
製
造
業
発
展
に
寄
与
し
た
だ
け
で
な
く
、
喜
望
峰
回
り
で
展

開
す
る
大
酒
洋
沿
岸
諸
港
の
イ
ン
ド
貿
易
と
地
中
海
商
業
と
を
結
び
つ
け
る

働
き
も
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
地
中
海
世
界
を
魅
力
的
に
描
き
、
特
に
マ
ル
セ
イ

ユ
と
ア
レ
ッ
ポ
の
綿
布
貿
易
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
完
壁
に
論
じ
た
と
考
え
て

よ
い
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
役
割
や
大
会
洋
側
と
の
関
係
に
目
を
向
け
る

な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
疑
問
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
タ
リ
ア
に
関

し
て
い
え
ば
、
深
沢
氏
は
、
ア
レ
ッ
ポ
市
場
の
事
例
研
究
に
お
い
て
、
現
地

織
物
商
人
と
フ
ラ
ン
ス
商
人
を
つ
な
ぐ
仲
買
人
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
影
響

力
と
、
東
西
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
合
流
す
る
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
の
重
要
姓
を
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
お
け
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
綿
布
貿
易
と
更
紗
製
造
を
扱
う
第
四
章
と
第
五
章
で
は
ほ
と
ん

ど
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
第
六
童
・
で
は
、

毛
織
物
貿
易
の
申
継
港
と
し
て
の
り
ヴ
ォ
ル
ノ
の
役
割
が
再
び
重
視
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
都
市
が
綿
布
貿
易
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
う
か
ん
で
こ
よ
う
。
ま
た
、
レ
ヴ
ァ
ン

ト
綿
花
の
ル
ア
ン
へ
の
輸
出
と
サ
ン
・
マ
曳
船
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
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評書

る
が
、
こ
れ
は
大
西
洋
側
に
お
け
る
サ
ン
同
マ
ロ
商
人
の
活
動
が
相
対
的
に

衰
退
す
る
一
八
世
紀
後
半
に
も
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
の
商
業

活
動
の
実
態
や
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
超
え
て
活
動
す
る
サ
ン
u
マ
ロ
船
の

果
た
し
た
役
割
が
解
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、
東
西
世
界
の
文
化
交
流
に
お
け
る

地
中
海
世
界
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
綿
布
貿
易
の
意
義
は
さ
ら
に
深
ま
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
域
内
商
業
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ

と
近
隣
の
港
と
の
関
係
に
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
に
お
い
て
は
、
ナ
ン
ト
や
サ
ン
旨
マ
ロ
と
い
っ
た
大
貿
易
港
の
活
動
を

ベ
ル
隠
イ
ル
や
キ
ブ
ロ
ン
な
ど
の
小
さ
な
港
で
簾
装
さ
れ
た
中
型
船
に
よ
る

沿
岸
貿
易
が
支
え
た
。
深
沢
氏
は
更
紗
の
密
輸
に
お
け
る
セ
ッ
ト
と
こ
ー
ス

の
役
割
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
港
の
活
動
が
よ
り
深
く
分
析
さ
れ
る
な

ら
ば
、
地
中
海
地
域
内
部
に
お
け
る
更
紗
の
流
通
に
つ
い
て
よ
り
深
い
知
識

　
　
　
　
　
③

が
得
ら
れ
よ
う
。

　
第
二
の
論
点
と
し
て
、
本
書
が
提
示
し
た
国
際
商
業
を
説
明
す
る
う
え
で

不
可
欠
な
工
つ
の
要
素
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
と
海
港
都
市
の
類
型
で
あ
る
。
本
書
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
国

民
経
済
史
で
は
無
視
さ
れ
が
ち
な
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
商
人
を
国
際
商
業
の
重

要
な
担
い
手
と
し
て
考
察
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
自
ら
の
持
つ
国

際
事
業
網
を
武
器
と
し
な
が
ら
、
国
際
的
な
商
人
や
技
術
の
伝
達
者
と
し
て

ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
拡
大
に
貢
献
し
た
（
第
一
章
）
。
ま
た
、
彼

ら
の
存
在
は
本
書
全
体
に
見
ら
れ
、
地
中
海
世
界
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
や
ユ
ダ

ヤ
商
人
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
商
入
の
活
動
が
交
差
す
る
十
字
路
と
な
る
（
第

四
章
、
第
五
章
、
第
八
章
）
。
他
方
で
、
港
に
お
け
る
彼
ら
の
活
動
は
、
都

市
の
閉
鎖
性
と
関
わ
る
の
で
、
海
港
都
市
の
類
型
と
関
連
す
る
。
深
沢
氏
は
、

マ
ル
セ
イ
ユ
と
ナ
ン
ト
や
ル
ア
ン
、
ボ
ル
ド
ー
、
サ
ン
”
マ
ロ
な
ど
大
西
洋

沿
岸
港
と
を
比
較
し
、
「
河
口
内
港
」
「
沿
海
漁
港
」
「
地
中
海
港
扁
と
し
て

明
快
に
分
類
し
た
。
「
河
口
内
港
」
や
マ
ル
セ
イ
ユ
な
ど
一
部
の
「
地
中
海

港
」
で
は
、
貿
易
構
造
に
対
応
し
て
、
商
人
共
同
体
の
中
に
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

の
商
人
を
含
む
外
来
商
人
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
に
お
け
る
経
済
史
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
部
分
で
あ
る
。
海
港
都

市
に
お
け
る
外
来
商
人
の
活
動
は
、
今
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
み
で
な
く
、

例
え
ば
、
中
国
人
や
日
本
人
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
や
東
南

ア
ジ
ア
の
海
港
都
市
を
説
明
す
る
う
え
で
も
考
察
対
象
と
し
て
不
可
欠
と
な

ろ
う
。

　
現
在
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
講
論
で

説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
を
深
め
る
観
点
と
し
て
次
の
二
点
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
政
治
権
力
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
特

定
の
事
件
に
離
散
共
同
体
を
直
面
さ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
離
散
共

同
体
の
存
在
を
積
極
的
に
導
入
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
国
際
的
連
関
の
中
で

の
歴
史
的
考
察
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
　
政
治

権
力
争
い
を
国
際
的
な
文
脈
で
読
み
か
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
、

ボ
ル
ド
ー
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
は
、
亡
命
ユ
グ
ノ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
、
フ
ロ
ン
ド
の
乱
の
際
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
援
助
を
求
め
よ
う

と
画
策
し
た
。
こ
の
都
市
に
お
け
る
フ
ロ
ン
ド
の
乱
は
国
際
的
宗
教
対
立
関

係
の
一
側
面
で
も
あ
っ
た
。
次
に
、
商
業
史
の
文
脈
で
い
う
な
ら
ば
、
な
ぜ

離
散
共
同
体
が
国
際
事
業
網
の
中
で
か
く
も
重
要
な
位
置
を
し
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
と
い
う
問
い
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
そ
の
際
、
本
書
で
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
ら
れ
て
い
る
技
術
や
情
報
の
伝
達
と
い
う
観
点
は
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
は
、
商
業
史
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
政
治
史

や
文
化
史
、
国
際
関
係
史
を
豊
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
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第
三
に
、
本
書
が
貿
易
収
支
の
測
定
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
技
術
の
伝

播
や
流
通
の
実
態
と
い
う
側
面
に
着
目
し
、
更
紗
の
流
通
を
文
化
的
次
元
で

論
じ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
更
紗
の
道
は
、
イ
ン
ド
か
ら
群
論
海
経
由
と
喜
望
峰
回
り
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
到
着
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
彦
根
に
も
達
す
る
。
こ
う
し
て
、
イ
ン
ド

を
中
心
と
し
て
更
紗
を
め
ぐ
っ
て
東
西
に
広
が
る
文
化
交
流
史
の
可
能
性
が

示
さ
れ
る
。
本
書
の
成
果
を
イ
ン
ド
洋
世
界
や
東
シ
ナ
海
世
界
に
関
す
る
諸

研
究
と
つ
き
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
将
来
的
に
は
ユ
…
ラ
シ
ア
大
陸
の
周
辺
に

展
開
す
る
海
洋
世
界
の
歴
史
を
描
く
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
や
ペ
ル
シ
ア
は
単
な
る
更
紗
の
技
術
の
通
り
道
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
対
等
に
取
引
す
る
工
業
地
域
で
あ
っ
た
。
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
基
づ
く

オ
ス
マ
ン
経
済
の
周
縁
的
イ
メ
ー
ジ
は
こ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
て
塗
り
替

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
本
書
は
、
更
紗
文
化
の
広
が
り
を
論
じ
る
う
え
で
、
消
費
の
側
面

に
も
着
目
す
る
。
第
五
章
と
第
八
章
で
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
プ
ロ
ヴ
ァ
ン

ス
地
方
に
お
け
る
更
紗
の
消
費
に
つ
い
て
興
味
深
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
に
お
け
る
密
輸
更
紗
押
収
の
事
例
は
、
一

定
の
需
要
が
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　
し
か
し
、
更
紗
の
流
逓
と
消
費
に
関
し
て
、
次
の
二
点
を
よ
り
具
体
的
に

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
で

あ
り
、
こ
れ
は
遺
産
厨
録
や
商
人
文
書
の
総
合
的
な
分
析
を
通
じ
て
深
め
る

必
要
が
あ
る
。
本
書
で
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
お
け
る
流
通
構
造
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
消
費
者
の
手
に
渡
る
ま
で
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
は
、

売
り
手
側
か
ら
の
論
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
更
紗
の
文
化
史
的

意
義
を
強
調
す
る
の
な
ら
ば
、
粗
悪
品
も
含
め
た
更
紗
の
消
費
を
論
じ
な
く

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
近
年
、
フ
ラ
ン
ス
で

は
ロ
リ
ア
ン
や
ボ
ル
ド
ー
な
ど
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
公
証
人
史
料

の
総
合
的
分
析
や
服
飾
史
の
成
果
を
反
映
さ
せ
つ
つ
、
　
国
際
的
に
比
較
し

な
が
ら
、
更
紗
の
消
費
に
つ
い
て
さ
ら
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
次
に
、
北
海
・
バ
ル
ト
海
地
域
か
ら
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
流
通
構
造

の
問
題
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
な
ど
バ
ル
カ
ン
半
島
の
海
港

都
市
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
全
体
を
論
じ
る
際
に
問
題
に
さ
れ
、
ま
た
、
ポ
！

ラ
ン
ド
へ
向
か
う
更
紗
の
道
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
、
更
紗
技
術
が
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
た
か
、
あ
る
い

は
ど
の
よ
う
な
流
通
構
造
を
持
ち
、
そ
れ
ら
は
国
際
商
業
の
申
に
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
問
題
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
更
紗
の
流
通
と
消
費
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
比

較
検
討
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
「
綿
と
更
紗
の
時
代
」
の
｝
端
を
よ
り
具

体
的
に
説
明
す
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
私
な
り
の
疑
問
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
著
者
の
意
図
を
十
分
に

汲
み
取
れ
て
い
る
か
、
誤
読
を
重
ね
て
い
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
。
ま
た
、

紹
介
部
分
で
、
私
は
、
論
旨
の
み
を
抽
出
す
る
よ
う
心
が
け
た
の
で
、
具
体

的
な
商
人
の
活
動
に
つ
い
て
深
く
立
ち
入
る
こ
と
を
避
け
た
。
し
か
し
、
本

書
の
本
当
の
魅
力
は
論
旨
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
事
例
を
通
じ

て
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
商
人
た
ち
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
私
た

ち
に
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
多
く
の
人
に
よ
っ
て
本
書
が
読
ま

れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

①
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

　
二
年
）
。
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②
日
本
に
お
け
る
「
世
界
史
」
研
究
の
一
例
と
し
て
、
南
塚
信
吾
氏
ら
に
よ
る

　
「
世
界
史
研
究
所
」
　
の
活
動
が
あ
る
。
ぽ
膏
＼
〉
＜
♂
3
く
．
ぽ
珍
o
N
曳
．
一
〇
ぎ
げ
卑

　
F
甘
＼
～
H
写
冨
℃
碧
Φ
器
＼

③
沿
岸
貿
易
（
げ
塗
σ
。
欝
σ
q
Φ
）
に
つ
い
て
は
、
号
鐘
に
関
す
る
懸
別
研
究
レ
ヴ

　
ェ
ル
で
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、
本
格
的
な
綜
合
は
私
の
知
る
か
ぎ
り
多
く
な
く
、

　
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
中
海
沿
岸
貿
易
研
究
の
一
例
と
し
て
次
の

　
論
文
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
Q
O
咀
し
d
9
飴
＾
＾
≧
8
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p
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